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「小児外科」第５５巻第 4号（２０２３年 4月号）
特集　小児外科疾患に関連する症候群
13trisomy・18trisomy  高 橋 正 貴
21trisomy  藤雄木亨真
TR-X症候群  渡 辺 稔 彦
Bardet-Biedl症候群  藤 村 　 匠
CHARGE症候群（CHD7疾患） 高 安 　 肇
Costello症候群  吉 澤 信 輔
Currarino症候群  金 森 大 輔
Cornelia de Lange症候群  髙 山 勝 平
Ehlers-Danlos症候群  古 金 遼 也
Haddad症候群  四 本 克 己
HWW症候群と OHVIRA症候群  東 間 未 来
Li-Faumeni症候群  金 　 聖 和
Methimazole embryopathy  加 藤 紘 隆
OEIS complex  梅 山 知 成
Peutz-Jeghers症候群  古 田 繁 行
Pfeiffer症候群  山 根 裕 介
Prader-Willi症候群  大 橋 研 介
Prune belly症候群  野 口 侑 記
Sandifer症候群  関 岡 明 憲
Simpson-Golabi-Behmel症候群  米 田 光 宏
VACTERL連合  小 野 　 滋
Waardenburg症候群  亀 岡 泰 幸
4p欠損症候群（Wolf-Hirschhorn症候群） 佐 藤 英 章
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◇あとがき◇
　「外科医が手術をやめるとき（メスを置くと
き，メスを握らなくなるとき）」とは，「年老い
て予期せぬ出血に遭遇したとき」と私が若いこ
ろに聞いたことがあります。判断力が鈍るのか
と思っていましたが，自分が中年になってみる
と老眼により視力調整が困難になるからだと気
づきました。目の衰えによって今までみえてい
たものがみえにくくなるため，予期せぬ出血に
遭遇する場合があるのだろうと思います。老眼
による目のピント調整機能の低下は一般に 45
歳ごろから始まるといわれており，私も50歳前
後からピントが合う範囲がどんどん狭くなり，
手術用拡大鏡（ルーペ）を使用しないと手術の
際に不便を感じるようになりました（内視鏡外
科手術では拡大視効果により助けられています
が）。ただし，最近では 20～30代の若年層にも
スマートフォンなどの長時間使用によって老眼
のような症状がみられ，「スマホ老眼」と呼ばれ
ているようですので，年齢を問わず気をつけな
ければなりません。
　ある医師専用サイトの「手術の執刀を引退す
るタイミング」についてのアンケート調査結果
では，スキルの限界を感じたとき（後輩や部下
の手術のほうが上手くなったと思ったとき，技
術の進歩についていけなくなったとき），体力
の限界を感じたとき（老眼により視力が低下し
たとき，手術後の疲労がぬけないとき），手術に
対する情熱を失ったとき（根気・集中力に自信
がなくなったとき）の順に多く，これらを合わ
せると約 8割を占めていました。外科医もス
ポーツ選手のように年を重ねれば体力・集中力
などが衰え，質の高い手術を維持するのが難し
くなるので，やはり外科医の引き際を考えるよ
うになると思われます。
　さて，2022年に開催された第 119回東京小児
外科研究会では「共有したい術式および手術経
験：手術のポイントや工夫」というテーマに
沿って，各施設からさまざまな術式のコツや注
意点および貴重な手術経験を提示していただき
ました。本号は第 119回東京小児外科研究会の
演題をもとにした寄稿の特集号です。さまざま
な手術や手技が掲載されており，先生方の日常
診療にお役立ていただければ幸甚です。
 （矢内俊裕）
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